
市内大井
お お い

に所在する徳性寺は、川越街道沿い

に位置しており、今から 450 年ほど前の室町時

代に開かれたと伝わります。一時、寺勢が衰え

たものの江戸時代前期に中興しましたが、明治

14（1881）年の大井
お お い

宿
しゅく

の大火により当時の建

造物や歴史を記した記録類も消失しました。 

現在の本堂は昭和 48（1973）年に、庫裏
く り

は

昭和 55（1980）年に再建されたものです。 

本尊は、室町時代のものと考えられる阿弥陀
あ み だ

三尊像
さんぞんぞう

です。また本堂裏手の墓地には元和 9

（1623）年銘の五輪塔
ご り ん と う

（新井家墓地）があり、

歴史の古さを今に伝えています。 

板石塔婆（板碑
い た び

）とは、鎌倉時代から室町時代

につくられた板石状の供養塔
く よ う と う

で、市内では正
しょう

元
げん

元（1259）年のものが最古です（市指定文化財。

上福岡歴史民俗資料館
           

で常設展示中）。徳性寺に

は 20 基以上の板石塔婆があり、弘安
こうあん

4（1281）

年銘のこの板石塔婆は、近くの石塔畑
せきとうばた

と呼ばれ

る場所から出土したといわれます。弘安 4 年は

2 度目の元
げん

寇
こう

（弘安の役
えき

）の年に当たるので、古

い時期のものであることがわかります。 

この時期の文字資料は非常に少ないため、貴

重な資料です。そのため、昭和 53 年に市の指

定文化財となりました。 
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※参拝されている方に配慮の上、見学してください。 

 

●所在地  

大井９５４－１ 

（
あ 

み 

だ
） 



 令和２年７月１日に本市に寄附さ

れた旧江戸屋の建物内から、黒い表紙

の小さな手帳が見つかりました。大正

13（1924）年３月から日記やメモとし

て使っていたようです。大学受験や化

学記号なども書かれていることから、

手帳の持ち主は、10 代後半から 20 代

前半の若者と思われます。 

 その中で、４月 21 日から３日間、

大山参りに出かけたことが書かれて

います。（原文は下段をご覧ください） 

 

大山講 

 神奈川県にある大山は頂上部に雲

が起こり雨を降らすことから雨乞い

や農耕の神として古くから信仰対象

とされ、江戸時代中期以降、庶民の間

で「大山参り」が盛んになりました。 

 旅をするにはお金が必要ですが、個

人ではお金の用意をするのが難しか

ったため、地区の仲間で毎年お金を出

し合い、くじ引きで寺社に参詣する代

表者を決めていました。これを「講（こ

う）」といいました。 

  

手帳の持ち主の若者

も、「講が決まった」と書

いています。「男子は必ず一度

は成功しない内に登る法になってい

る。」と書かれており、「初山（はつや

ま）」として初めて大山に行くことに

なったようです。 

※ふじみ野市内では、宝暦 4（1754）年には福

岡村で大山講が結成されていたことが分かっ

ています。 
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大山参り 初山 ～旧江戸屋に残された手帳から～ 



大山への道～平塚から徒歩で大山へ 

手帳によると、東上線上福岡駅発の

上り一番列車（6:24発）で品川にむか

い、平塚で昼食、そこから約 16 ㎞歩

き、午後３時頃、大山の武田御師（お

し）の宿坊に到着しています。 

 翌日は、朝７時に朝食を食べた後、

すぐに登山に出て、３時間ほどで下山

しています。 

斜度 70°(!!)ほどの急な石段もあ

ったと書かれており、よほど急な石段

が印象的だったのでしょう。 

 また、お鉢めぐりが山崩れのために

出来なかったことが書かれています。

この記録が書かれた前年(大正 12年・

1923 年)に関東大震災があり、その２

週間後に丹沢・大山周辺で豪雨が発生

し、土石流による山崩れが起きたとい

う記録がありますので、残念ながら、

まだ復旧していなかったのでしょう。 

 

大山から江の島、浅草へ 

 大山の男神を参拝した後には、江の

島の女神である弁財天をお参りし、精

進落としと称して新鮮な海鮮料理を

食べるのが定番でした。 

宿泊先は金亀楼。宿泊料は２円（約

8,000円※）と書かれています。金亀楼

は、江の島にあった３つのお宮の宿坊

（宿泊施設）の一つ上之坊が、明治に

入り宗教と切り離されて一般向けの

旅館となったものです。高台に建つ金

亀楼からの眺望はすばらしく、当時の

日本研究家ホール・チェンバレン氏が

著書の中で絶賛しています※。現在、金

亀楼はありませんが、岩本楼、恵比寿

楼の２軒が今も営業を続けています。 

 その後、浅草で活動映画を観て、上

福岡に戻り、軽くビールを飲んで帰宅

したようです。 
※大正元年の白米 10kg の値段は 1 円 78 銭 

※「日本旅行者ガイドブック」1901 年発行 
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大山参りの旅程 大正 13年 4 月 21 日～23 日 

【参考文献】第 25 回特別展「信仰と旅」（上福岡歴史民俗資料館） 

 

1日目 2日目 3日目 



●文化財日誌（令和３年８月～10月） 

８月４日 夏休み権現山探検「大地を探ろう」開催     

８月 21日  はたおり体験（会場：福岡河岸記念館） 

８月 17日 旧江戸屋庭園予備調査 

８月 17日～ 旧江戸屋穀藏棟瓦緊急修繕 

８月 24日・25日 埼玉県文化財保護協会研修会 

９月 10日～26日 十五夜展示（会場：福岡河岸記念館） 

９月 11日 はたおり体験（会場：福岡河岸記念館） 

９月27日～10月3日 最新出土品展（会場：旧大井村役場） 

９月 29日・10月 6日 西原小学校展示作業 

10月 5日 市指定文化財「阿弥陀如来像」調査 

10月 21日 東台小学校「ほうきづくり」出前授業 

市内の文化財・遺跡情報が満載 

遺跡情報システム 
遺跡情報、指定文化財、 
石造物、神社仏閣などの 
場所や情報を検索できます。 
▼2021年10月アクセス数1,431件 

（昨年比＋702） 
 

近場で楽しもう！文化財ガイド 
市内の文化財、神社仏閣、 
文化財説明板などを紹介 
したガイドマップです。 

 

 

 

（12月～3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 

～5日（日） 星野仙蔵生誕 150年記念特別展 

「資本主義の世界を拓く～ふじみ野の経済人

たちと渋沢栄一のあゆみ～」 

大井郷土資料館 

福岡河岸記念館 

上福岡歴史民俗資料館 

１１日（土） 

  

福岡河岸記念館 特別公開 

郷土の伝承遊び「たこをつくって展示しよう」 

（たこの組み立て） 

福岡河岸記念館 

上福岡歴史民俗資料館 

１４日（火）～２２日（水） 縄文土器作り作品展 大井郷土資料館 

１５日（水）～１月９日（日） 「たこをつくって展示しよう」作品展 上福岡歴史民俗資料館 

1月 

８日（土）～３月６日（日） 福岡河岸記念館フォトコンテスト 福岡河岸記念館 

１１日（火）～３月４日（金） 

１５日（土）～３月４日(金)  

企画展「昔のくらしと昔の学校」 

企画展「昔のくらしと昔の学校」 

大井郷土資料館 

上福岡歴史民俗資料館 

２９日（土） 小ほうきづくり体験 【１月広報・申込】 旧大井村役場 

2月 

５日・１２日・３月５日（土） 古文書解読講座 【１月広報・申込】 大井郷土資料館 

２０日（日） 水引体験 【２月広報・申込】 旧大井村役場 

2月下旬 権現山自然観察会 権現山古墳群史跡の森 

3月 

８日（火）～13日（日） 資料館友の会作品展示会 上福岡歴史民俗資料館 

１２日（土） 福岡河岸記念館 特別公開 福岡河岸記念館 

１９日（土） 浪曲【２月広報・申込】 福岡河岸記念館 

２６日（土） 福岡河岸記念館 特別公開 

フォトコンテスト表彰式 

福岡河岸記念館 

３月未定 旧大井村役場コンサート 【２月広報・申込】 旧大井村役場 

３月下旬 ダンボールをつかったはたおり【３月広報・申込】 上福岡歴史民俗資料館 

＊開催時間等、詳しくは市広報等でご確認ください。 

＊コロナウィルス感染拡大防止のため内容を変更し

て開催または中止する場合があります。 


